




Web of Science は、自然科学のScience Citation Index Expanded™、社会科学のSocial Sciences Citation Index®、 人

文科学のArts & Humanities Citation Index®にアクセスできる学術文献・引用索引データベースです。研究者に支持さ
れている世界で最も影響力のある学術雑誌8, 800タイトルに掲載されている全ての論文（Cover-to Cover）を収録し、
各論文の引用文献を全て収録しています。バックファイルは1900年*まで遡ることができます。さらに、新規化合物収

録のIndex Chemicus® *や化学反応収録のCurrent Chemical Reactions® *を利用すると、構造式も含めて化学情報を検
索することもできます。（*各機関の契約によります。）

Web of Science の3つの特徴
1）　あらゆる学問分野をカバーしています。（例えば自然科学では、化学、医学、薬学、生物学、農学、工学など）
2）　高品質の国際誌が収録されています。
3）　著者が引用した文献（Reference）を全て収録しています。

トピック、著者、研究機関、ジャーナル名からの検索を切り口に、引用の広がりを使って漏れなく効率的に必要な情報
を出すことができます。引用文献をキーにして、過去から最新のデータ、あるいは分野を超えた文献間の引用のリンク
をたどることができます。

Web of Science®

Web of Science の引用のナビゲーションは、過去にも未来にも、どんな分野にもリンクします。
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Personalization：ユーザ登録
Registration
ISI Web of Knowledgeに
ユーザ登録すると、以下の
機能が使えます。

①検索式の保存とアラート
の設定*（15ページ参照）

②ジャーナルの目次アラー
トの設定*

③Citation Alertの設定に
より、論文が他の論文に
引用された時にメール送
信*（8ページ参照）

*契約機関により設定が違
います。

トムソンサイエンティ
フィックのサーバに検索式
を登録するメリットは、ご
契約機関のIPアドレスの範
囲であれば、どこでも自分
の検索式を呼び出すことが
できる点です。
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Registerをクリックしユーザ登録

メールアドレスを2回入力
パスワード6～12文字を2回入力
名前を入力し、SUBMIT REGISTRATIONをクリック



 Cross Search
複数のデータベースを一括検
索します。
さらに、External Collections
を設定するとWeb of Scienceと
下記のデータベースを横断検索
します。

生物・農学関係
Agricola, PubMed, and
arXiv.org Quantitative
Biology archive.

エンジニアリング・コン
ピュータ・物理
AIIA Meeting Papers,
arXiv.org e-print archives
(Compu te r  Sc i ence ,
Mathematics, Nonlinear
Sciences, Physics)ASCE
Civil Engineering Database,
NASA Astrophysics Data
System(ADS), NTIS Library

社会科学
Popline, The Educator’s
Reference Desk(Ask Eric)

 Web of Scienceの
選択
Web of Scienceを選択します。

 Select a search
option :
検索の種類には、Gene ra l
Search、Cited Reference
S e a r c h、 A d v a n c e d
Searchの3種類があります。

Select database (s)
and time span :
検索対象エディションまたは
コレクションおよび期間を設
定できます。

 Quick Search
Quick Searchを使うと、論
文のタイトル、抄録のフィー
ルドを一度に検索できます。

 化学オプション
Current Chemical Reaction、
Index Chemicusをご契約の場
合、“Download Chemistry
plug-in”をクリックして化学構
造検索を表示・検索するプラグ
インをインストールします。

*契約機関により設定が違いま
す。
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C r o s s S e a r c hと
External Collections

Web of Scienceをクリックする
か、画面上部のドロップダウン・
メニューで選択

キーワード検索は
General Search

論文のタイトル、抄録
のフィールドを一度に
検索

検索対象期間を設定できます。次からも同じ設定にし
たい場合は、Saved as My Defaultsをクリック

Cross Search：データベースの一括検索・WoSの検索

Web of Science ホームページ



General Search：検索語の入力方法

 AUTHOR :
Web of Scienceのレコード
中の著者名は全て検索可。
苗字と名前のイニシャル
（もしくは苗字と名前とミ
ドルネームのイニシャル5
文字。）
例：yates jrw or yates j*
Nakamura S

GROUP AUTHOR :
グループ名で検索できま
す。フルネームもしくは省
略形を入力します。Group
Author Indexをクリック
するとグループ名の索引を
参照できます。

 SOURCE TITLE :
ジャーナル名で検索しま
す。Full Source Title
L i s t をクリックすると
ジャーナル名の索引を参照
できます。
例：Journal of Nursing
Educat*

 PUBLICATION
YEAR :
出版年で限定することがで
きます。
例：1999年から2001年
に限定する場合、1999-
2001

 ADDRESS :
著者の所属機関の住所で検
索します。所属機関名は省
略形で入力。
Abbreviations Helpをク
リックすると主な所属機関
名の省略形を参照できま
す。
例：The University of
Tokyo Department of
Physicsの場合、
univ tokyo SAME dept
phys*

 TOPIC :
General Searchのトピックフィールドでは、著者抄録、タイトル、著者キーワード、さらに引
用文献の頻出語（Key Words Plus）を検索します。
スペースを入れた複数の単語での検索は、2006年7月リリースのVersion 7.8より、スペース
がAND扱いになりました。

Water pollutionと入力すると、Water AND Pollutionと同じ検索結果になります。
これをフレーズ（句）として検索したい場合は、ダブルクオテーションで囲みます。
例）　“Water pollution”

ANDは、入力した検索語全てを含む検索。
ORは、入力した検索語のいずれかを含む検索。
NOTは、特定の単語を除く検索。
SAMEは、入力した検索語が同じセンテンス内にあるものを検索。(Blue SAME LED*は、Blue
and white LED、Blue LEDs、LED blue lightなどを検索)
*AND, OR, NOT, SAMEは1つの検索式で50個まで使えます。

ワイルドカードは、語中、または語尾に使用可能です。
＊は、0字または1文字以上(emission *は、emissionとemissionsを検索。sul*urは、
sulphurとsulfurを検索)
？は、1文字（neuros?sは、neurosisとneurosesを検索）
＄は、0文字または1文字（colo＄rは、colorとcolourを検索）

検索のヒント：
キーワードを入力する際は、複数形や短縮形も考慮して下さい。
例1）　青色発光ダイオードの場合 “Blue Light Emitting Diode*”or “Blue LED*”
例2）　サツマイモの場合 “Sweet Potato*”or Sweetpotato*
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著者の索引は，author index
をクリック

ジャーナルの索引は， f u l l
source titles listをクリック

言語もしくはドキュメントタイプで検索結果を限定
例）検索結果をReviewに限定



Search Results：検索結果のサマリー

Refine your Results画面：検索結果の絞込み

Analyze Results画面：分析機能

 検索結果の絞込み機能：
Search within resultに検索語を
入れてSearchボタンをクリック
し、検索結果を絞り込み可。検索
語はTopicフィールド（Tit le、
A b s t r a c t、K e y w o r d s &
Keywords Plus）を検索し、新た
な集合を作成。

 検索結果の数の表示
1ページに表示される件数を10
件、25件、50件に変更可。

 Times Cited :
引用された回数

 View Full Text :
電子ジャーナルにリンクがある場合
は、View  Full Textをクリックす
ると、電子ジャーナルにリンク。

 検索結果のソート機能：
S o r tボタンをクリックすると
Latest date（最新順）、Times
Cited（被引用回数）、Relevance
（検索語の頻出度）、First author
（アルファベット順）、Sou rce
title（アルファベット順）に従って
100,000件まで並び替え可。

 検索結果の絞込み機能：
検索結果サマリー画面のRif ine
your resultsを使うと，特定の項
目でのレコードの絞り込みと除外
ができます。
左図は、SubjectでRifineするた
めの画面。
チェックボックスにチェックを入
れ、View Recordsをクリックす
ると選択されたSubjectのレコー
ドに絞り込み。
Exclude Recordsをクリックす
ると選択されたSubjectのレコー
ドを除外。

 Analyzeをクリックすると検

索結果を分析

100,000 件までの検索結果を各
フィールド別にランキング
（Autho r ,  Sou r ce  T i t l e ,
Country/Territiory, Subject
Category, Publication Year,
Language, Institute Name. ）

分析結果は、Save Analytical data
Fileをクリックすると保存可。
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チェックを付けてView Recordsをクリックすると
該当するレコードを表示
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Author Finderは、著者の
苗字しか分からない場合
や、一般的な苗字の著者名
などを見分ける機能です。

Author Finder：著者を見分ける機能

著者名を入力します。名前のイニシャルも分かれば入力。
分からなければ、空欄。
入力したらNEXTボタンをクリック。

該当する著者とレコード数を表示。
該当するイニシャルの著者を選択します。
不明の場合はNEXTボタンをクリック。
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該当する著者で可能性のある研究分野を表示。
該当する研究分野を選択してNEXTボタンをク
リック。

該当する著者の可能性のある研究機関名を表示。
該当する研究機関名を選択してFinishボタンをク
リック。

該当すると思われる、著者の論文が
検索されました。



Full Record：詳細表示と引用のリンク

引用のナビゲーションボタン

 Cited References：著者が引用した引用文献を全て収録。

　　リンクをクリックすると引用文献リストを表示します。

 Times Cited：この論文が出版されてから、他の論文に引用された回数。

　　リンクをクリックすると他の論文リストを表示します。

 Related Records：１つ以上の共通の引用文献を持つ論文。
　　リンクをクリックすると関連文献リストを表示します。

出力・リンクボタン

 Citation Alertをクリックすると論文が新たに他の論文に引用された際にアラートを送信。

 電子ジャーナルリンクへのリンクおよびOpen URLへのリンクが設定されている場合表示。

　　（リンクの設定はご契約機関によって違います）

 Journal Citation Reportsのリンクは、インパクト・ファクターを表示。
　　CC Connect Table of Contentsが表示されていると同じ号の目次を参照。（契約機関より違います）

 その他INSPECやBIOSIS Previewなどのリンクがあると、それぞれの詳細なデータを参照可。
　　ISI Web of Knowledgeの他の製品を契約されている場合にリンクを表示。（契約機関より違います）
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引用のナビゲーションボタン

出力・リンクボタン

Title：オリジナルの論文
のタイトル

Author：全ての著者名を
収録。著者名は、苗字と名
前のイニシャル（5文字ま
で）。ハイパーリンクをク
リックすると同じ著者のレ
コードを検索します。

Source Title：論文が出版
されたジャーナル名とボ
リューム、号、ページ情報。

Author Abstracts：著者
抄録を収録（英語）

Author Keywords：著者
が付与したキーワード

Keywords Plus：引用文
献のタイトルに頻出する
キーワード

Addresses：全ての著者
の所属機関名と住所を収
録。筆頭にリプリント請求
住所を表示。学科や部門も
同一の著者の住所は省略さ
れます。

Email Address：リプリ
ント請求先の著者のメール
アドレスがある場合は収
録。

Subject Category：
ジャーナルの分類カテゴ
リー（必ずしも論文の分類
を表してはいません。）こ
のカテゴリーは、Journal
Citation Reportsと同じ
です。

検索画面・検索履歴ボタン



Cited Reference：引用文献のリスト表示
Web of Scienceに収録されている
引用文献は青く表示。青いハイ
パーリンクをクリックするとFull
Recordにリンクします。（ただし
契約の範囲の年代で無ければリン
クしません。）

Cited Author：引用第一著者の
苗字（15文字まで）スペース、3文
字までのイニシャル

Cited Work：引用された著作物
論文タイトル、ジャーナル名、単
行本名、特許番号、会議録名など

Cited Year：出版年。

Volume：ボリューム番号。4文
字まで収録。

Page：開始ページ番号。

 Find Related Recordsをク

リックすると、この論文と同じ引
用文献を一つでも引用している論
文にリンク。

 Clear All Pagesをクリック

し、興味のある引用文献だけチェッ
クしFind Related Recordsをク
リックすると、特定の文献を引用し
ている被引用文献にリンク。

Citation Alertをクリックすると論文が新たに他の論文に引用された際にアラートを送信。
Full Recordの右側にあるボックスのCitation Alertをクリックすると、この論文が他の文献に引用される度に、その文献をE-Mail
で受け取るアラートが設定できます。この機能を使うにはISI Web of Knowledgeにユーザ登録する必要があります。

Citation Alertの設定

ある論文が正しい書誌情報
で引用され、WoSにデー
タとして追加された場合ア
ラートを送信。（アラート
は一年間継続）

ISI Web of Knowledge Citation Alert

========================================================================

 Cited Article:    Anand K. Coronavirus main proteinase (3CL(pro)) structure:

Basis for design of anti-SARS drugs

 Alert Expires:    21 MAY 2004

 Number of Citing Articles:    2 new records this week (2 in this e-mail)

 Organization ID:  9c1330f0dda3f188a3813b9840d1143f

========================================================================

*Record 1 of 2.

*View Full Record: http://links.primary.cls.isinet.com/current/gateway/

Gateway.cgi?GWVersion=2&SrcAuth=Alerting&SrcApp=Alerting&DestApp=WOS&DestLinkType=FullRecord;KeyUT=000220629900013

Title:

A genomic analysis of rat proteases and protease inhibitors

Authors:

Puente, XS; Lopez-Otin, C

Source:

GENOME RESEARCH, 14 (4): 609-622 APR 2004

Language:

English
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引用文献のイメージ：論文の巻末に書いてある著者
が引用した文献をCited Referencesにリストアッ
プしています。
特定の文献を引用している被引用文献にリンク

引用のナビゲーションボタン



Times Cited：論文を引用している文献のリスト表示
Times Citedをクリックす
ると、この論文を引用して
いる文献のリストが表示さ
れる。Times Citedのリス
トを見ると、その後どの研
究者が、どのような研究を
発展させているのかを確認
できる。

Related Records：関連文献のリスト表示
詳細表示した論文と共通の
引用文献を持つ論文を表
示。共有する引用文献の数
が多い順に表示。
例えば、一番上の文献は、
235件の引用文献の内、
15件までが詳細表示した
論文と共通の引用文献を持
つ事を意味。

Shared Refを見ると、論
文が書かれた分野で非常に
よく引用されるコアの文献
リストを見つけることがで
きる。このコアの論文は、
その分野で、複数の著者に
繰り返し引用される最も重
要な文献である可能性が高
い。
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引用のナビゲーションボタン

引用のナビゲーションボタン



Times Cited (Citing Articles) の分析 分析可能な項目
● Author：論文を引用し
ている文献の中で、どの
著者が一番論文を引用し
ているかを確認できま
す。

● Document Type：論文
を引用している文献の中
で、一番多いドキュメン
ト・タイプを確認できま
す。

● Institution Name：論
文を引用している文献の
中で、著者が所属する機
関の多いもの順にリスト
アップできます。

● Language：論文を引用
している文献の中で、使
用されている言語の多い
もの順にリストアップで
きます。

● Publication Year：最
も多く引用されている出
版年を確認できます。

● Source Title：論文を引
用している文献の中で、
一番多いジャーナル名を
確認できます。

● Subject Category：論
文を引用している文献の
中で、一番多い分野
（ジャーナルの分類）を確
認できます。

Analyze Results：検索結果の分析
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Related Recordsの分析
分析可能な項目
● Author：引用文献を共
有する著者を論文の多い
人順に確認できます。元
の論文と同じ分野を研究
している著者のリストと
言えます。

● Document Type：引用
文献を共有する論文で一
番多いドキュメント・タ
イプを確認できます。

● Institution Name：引
用文献を共有する論文の
中で著者が所属する機関
の多いもの順にリスト
アップできます。同じ
フィールドで研究を進め
る、機関を確認できま
す。

● Language：引用文献を
共有する論文の中で使用
されている言語の多いも
の順にリストアップでき
ます。

● Publication Year：引
用文献を共有する論文の
中で最も多い出版年を確
認できます。

● Source Title：引用文献
を共有する論文の中で一
番多いジャーナル名を確
認できます。

13



Cited Reference Search：引用文献検索

例）下記の文献を引用している論文を検索する。
L.A.Barrie,D. Gregor, B. Hargrave, R. Lake, D. Muir, R. Shearer,

B. Tracey and T. Bidleman

“Arctic contaminants:sources, occurrence and pathways”

SCIENCE OF THE TOTAL ENVIRONMENT, 122 (1-2): 1-74 JUL 15 1992

Cited Reference Searchの
メリット
● 過去にどの様な研究がなされ引
用されているかを確認でき、さ
らにジャーナル、会議録、単行
本などの様々な引用文献から、
研究がどの様に発展していった
のかを知ることは、その後の研
究の方向性を考える上で一つの
参考となるはずです。

● Web of Scienceでは論文の引用
文献を、論文と論文を関連付け
る“Index Term”（道案内役）と
位置付けています。引用文献
は、著者によって選ばれるもの
なので、関連のある論文同士を
確実にリンクさせます。

引用のリンクを利用してでき
ること
● 誰が、貴方の論文を引用してい
るか？あるいは、同僚の論文
や、注目すべき研究者の論文は
誰に引用されているのかを知る
ことができます。貴方のアイデ
アがどのように引用されている
のかを知ることは、その後の研
究方向を考える上で一つの参考
となるはずです。

● 特定の分野の研究がどのように
発展してきたのかを客観的に知
ることができます。

● 特定の論文をCited Reference
Searchの手掛かりにし 、誰が
その論文を引用しているのかを
確認しながら、ある分野の関連
文献を集めることができます。
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Cited Authorのフィールドに著者名を入力。イニシャルの後に＊で名前のバリエーションを考
慮。あるいはCited Author Indexで著者名を確認することも可能。

Cited Workのフィールドにジャーナル名などを入力。ジャーナル名、単行本のタイトル名の後
には＊でバリエーションを考慮。

ジャーナル名の例：Science* or J Comput Appl Math*
単行本の例：「R.Carsonの『沈黙の春』」　⇒　Silent spring*（Theやofなどは省略）
特許の例：3953566（国コード，Kindコードは省略）

引用文献検索とは、Web of Scienceに記録されている全ての引用情報から逆引きで論文を検索
する方法です。論文だけでなく、単行本、会議録、特許などあらゆる引用情報からの検索ができ
るユニークな検索方法です。
Web of Scienceのトップページもしくは、画面上のCited Reference Searchのボタンをク
リックします。



文献は様々な形で引用されること
に注意して下さい。これを引用の
バリエーションといいます。

例えば、ページ、ボリューム番
号、出版年などが違って他の著者
に引用されていることがありま
す。

 該当する論文をチェックしま

す。引用のバリエーションと思わ
れるものをチェック。

 選び終わったら F i n i s h

Searchをクリック。

 青くハイパーリンクがあるも
のは、View Recordsボタンがあ
ります。クリックするとF u l l
Recordsを確認できます。

View Records
Full Recordsを確認する場合ク
リック
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Cited Reference Searchの検索の応用
引用文献検索は、引用のリンクをたどるだけでなく、下記の研究者の問いに様々に応用できます。ある文献情報（古い論文、WoS未
収録論文、会議録、特許など…）さえあれば、それから後に引用した論文を発見することができます。
● この文献は、例えば1990年代以降、誰かに引用されているか？
● この文献を引用しているレビューを読むには？
● この特許を引用している論文はあるか？どの様にその特許を使っているか？
● ジャーナル以外で発表された研究成果が、いかに引用されているか？
● 特定の領域で最も引用されている論文は何か？

第二著者名からの検索

L.A.Barrie,D. Gregor, B. Hargrave, R. Lake, D. Muir, R. Shearer,

B. Tracey and T. Bidleman

“Arctic contaminants:sources, occurrence and pathways”

SCIENCE OF THE TOTAL ENVIRONMENT, 122 (1-2): 1-74 JUL 15 1992

12ページの“L.A.Barrie,SCIENCE OF THE TOTAL ENVIRONMENT,1992”の場合、
第二著者名、D. GregorでもCited Reference Searchで検索できます。
Cited Authorが・・・となる著者名は、第二著者名です。
ただし、第二著者からの検索では引用のバリエーションを確認できませんので、より正確な検索
には、第一著者名で再度検索されることをお勧めします。

Times Cited
引用された回数

Cited Author
引用された著者

Cited Work
ジャーナル名など

Year
出版年

Page
ページ

Volume
ボリューム



Advanced Search：コマンド検索
Advanced Search機能ではフィールド・タグ、または集合（セット）を利用し複雑な検索式を作ること
ができます。なお、フィールド・タグを利用した検索とセットを利用した検索を一つの式で実行するこ
とはできません。
論理演算子を使って50個の検索語を一度に検索することが可能です。

あるテーマの検索結果から日本の研究者の論文だけを抽出する検索の場合は、以下のように入力します。
TS=((PCB or PCBs) and emission*) AND CU=(JAPAN)
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Advanced Searchのボタ
ンをクリックします。

検索可能なフィールドタグと
演算子を表示



検索履歴の保存とアラートの設定

ISI Web of Knowledge Search Alert

========================================================================

 Product:          Web of Science

 History Name:     econ growth

 Description:      economic growth technology education

 Alert Expires:    10 JUN 2004

 Alert Query:      #2 OR #1

 Results Found:    1 new records were found this week (1 in this e-mail)

 Organization ID:  9c1330f0dda3f188a3813b9840d1143f

========================================================================

*Record 1 of 1.

*View Full Record: http://links.primary.cls.isinet.com/current/gateway/

Gateway.cgi?GWVersion=2&SrcAuth=Alerting&SrcApp=Alerting&DestApp=WOS&DestLinkType=FullRecord;KeyUT=000220701300001

検索履歴をサーバもしくはローカル
のパソコンに保存することができま
す。パソコンに保存した検索履歴は
いつでも最新データに対して実行可
能です。サーバに保存すると、イン
ターネット上でいつでも式を開くこ
とができ、アラートを設定・管理す
ることができます。*

Search History画面もしくは
Advanced Search画面のSave
Historyをクリックします。
アラートはSearch Historyの最後
の式が実行されます。検索履歴は
一回で20の式が保存できます。

*アラートは契約機関より違います

 アラートの形式は、連絡のみ

Notify Only／書誌のみBiblio
（title, source, author）／書誌
と抄録Biblio＋Abstract／詳
細レコードFull Record

 E -ma i lのフォーマットは

Plain Text, HTML（with links
to full record）, ISI Research
Soft （EndNote, Reference
Manager, ProCite）

 アラートを設定する場合は、
Send Me E-mail Alertsを
チェック

 アラートは毎日、毎週、毎月

（設定による）送信。ハイパーリ
ンクをクリックするとフルレ
コードを表示

 最後にSaveボタンをクリッ
ク。

　検索履歴をローカルのパソコン
に保存したい場合は、Save to
Your WorkstationのSaveボ
タンをクリック
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アラートを設定する場合は、＃4のようにアラートを
かけた検索結果が最後に来るようにします。
左側にあるチェックボックスを選択し、AND、ORで
各集合(セット)の組合せ可。

Save Historyをクリックし検索履歴
を保存、もしくはアラートを設定

ローカルに保存



検索履歴とアラートの管理
検索履歴およびアラートは5個ま
で初期画面に表示。名前をクリッ
クすると検索を実行可。
Op e n／Ma n a g e  S a v e d
Searchesをクリックすると全て
の履歴を表示

Settingsをクリックしアラート
のタイプやe-mailのフォーマッ
ト、アラートの頻度、 e-mailアド
レスなどを変更

アラートは24週間継続。アラー
トが期限切れになる前にメールで
Expiration Noticeを送信。
アラートの期間を更新するには、
ISI Web of KnowledgeのOpen／
Manage Saved Searchesをク
リックしRenewボタンをクリッ
ク

*アラートは契約機関より違います
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ローカルのパソコンに保存した検索履歴がある場合は、
参照をクリックし、式を指定してOPENをクリック



検索結果のマークと出力方法

 複数の検索結果から必要なレ

コードを出力するには場合はマー
ク機能を使います。
検索結果のサマリー画面の右側
に、マークするレコードを選ぶ為
のボックスが表示されます。個々
のレコードの左横にあるボックス
をチェックしSelected Records
を選ぶこともできます。表示され
ているページのレコード全てを
マークするには、All Records on
this Pageを選びます。あるいは
500件以下であればレコードの範
囲を指定します。

 いずれの場合も最後にADD

TO MARKED LISTをクリックし
ます。

 レコードをマークすると、画
面の上にMarked Listのボタンが
表示されます。Marked Listのボ
タン  をクリックすると下記の画
面が表示されます。

 検索結果を出力する場合、サ

マリー画面の右側のO u t p u t
Recordsの範囲を指定。

 出力のフォーマットをから

B i b l i o g r a p h i c  F i e l d s、
Bibliographic ＋ Abstracts、
Full Records、Full Records ＋
Cited refから選択

 Print（印刷）、E-Mail（メール
で送信）、Save（ファイルに保
存）、Export to Reference
Softwereのボタンをクリック。
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出力項目：
Step 1で必要な項目が選べます。

E-mail to Recordで電子メール
アドレスに送信できます。

Save to fileで電子的に保存で
きます。Tab Delimitedを選
びSave to fileをクリックする
と、表計算ソフトで管理可能
なフォーマットで保存可能

Format for Printで
印刷できます。

Expo r t  t o  Re fe r ecne
Softwareで文献管理ソフトの
EndNote* ,  Re fe rence
Manager*, and ProCite*に直
接エクスポート可。
（*Thomson ISI ResearchSoft
社の有料ソフトウェア。プラ
グインはhttp://

thomsonisiresearchsoft.com/

support/export/で入手 ）

応用が利く出力方法：

簡単な出力方法：
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Web of Science検索のヒントのセッションをご覧いただき大変ありがとうございます。こ

のセッションでは、検索に使える各種機能についてご説明いたします。また、このプレ
ゼンテーションは、画面左上のアタッチメントタブをクリックしていただくとダウンロードす
ることができます。

1



まず、検索画面全体についてご説明します。Web of Scienceの画面が表示されてい
ない場合、Select a DatabaseをクリックしWeb of Scienceを選択して下さい。Web of 
Scienceのタブが新たに表示されます。

初期設定では、一番上のボックスはTopicを検索するようになっていますが、他にも検
索したいフィールドがあればプルダウンメニューから選ぶことができます。

これらのフィールドについては、次のスライドで詳しく説明します。Author、Group 
ドに は 索引があります 画面右に表 さAuthor、Publication Nameのフィールドについては、索引があります。画面右に表示さ

れる虫眼鏡のアイコンをクリックして目次を開きます。

また、複数のフィールドを一度に検索できます。 ** 画面左のANDのボックスをプルダ
ウンするとORやNOTという論理演算子が選べます。入力する項目が３つ以上ある場
合は ** Add Another Fieldをクリックします。25フィールドまで検索画面に表示すること
ができますができます

2



検索対象年度や対象データベースを変更したい場合は、Change Limitsをクリックしま
す。** 年度などを変更するウィンドウが表示されます。変更が終わったらHide limits
をクリックすると画面が閉じます。
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General Search画面で利用できる６つの検索フィールド一覧と、検索対象フィールドお
よび入力例です。

トピックフィールドは、論文タイトル、抄録、キーワードを検索します。検索したい単語お
よびフレーズを入力します。

Authorフィールドは、論文に記載されている全著者名を検索します。著者名は、苗字＋
イニシャルで検索します。イニシャルは、ミドルネームなどで2文字以上の場合もありま
すす。

Group Authorフィールドは、所属機関とは別に研究グループ名がある場合検索するこ
とができます。例えばAberdeen Lung Cancer GroupやBeta Cell Biology 
Consortiumなどです。

Publication Nameフィールドは、ジャーナル名を検索します。

Publication year フィールドは、ジャーナルが出版された年を検索します。10年以内で
あれば、2003ハイフン2005年のように範囲を指定して検索できます。

最後にaddressフィールドは、論文執筆時の著者の所属機関で検索できます。所属機
関名の内、UniversityやかCollageなどの単語は、省略形になっています。Web of 
Scienceに使われている省略形は、Addressフィールド右側のabbreviations help をク
リックするとリストが表示されます

4

リックするとリストが表示されます。



このスライドでは、トピックフィールドとAuthorのフィールドを組み合わせて検索する例
プをお見せします。フィールドのプルダウンメニュからTopicを選択し、検索語「 stem cell 

and lymphoma」を入力します。 **.  Stem cellをダブルクオテーションマークで囲むの
はStem Cellをこの語順の通り検索したいからです。さらに、アスタリスクを最後につけ
たのは、複数形であるStem cellsも検索したいからです。

さらに、著者名も組み合わせて検索したいので2番目のボックスにArmitage JOのよう
に苗字スペースイニシャルを入力し、フィールドのプルダウンメニューからAuthorを選
択します。さらに、2番目のボックスの先頭にあるプルダウンメニュからＡＮＤを選択しま択します。さらに、2番目のボックスの先頭にあるプルダウンメ からＡＮ を選択しま
す。1番目と2番目の検索フィールドに入力したものが両方含まれるものが検索されま
す。複数の検索フィールドを組み合わせて検索する場合に優先されるANDなどの論理
演算子は、 ** NOT, AND, ORの順に優先されます。
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ワイルドカードを使うと、複数形や過去形など語尾の変化する単語や、
英語と米語の綴りの違いなども検索が可能です。 Web of Knowledge
で利用できるワイルドカードは3種類あります。アスタリスクは、
<animation>, 最も広範囲に利用が可能なもので０または1文字以上ど
のように変化しても検索します。

ドルマークは <animation> ０または1文字の変化に対応しています。英
語と米語の綴りの違いなどに便利です クエスチョンマ クは語と米語の綴りの違いなどに便利です。クエスチョンマークは、
<animation> 1文字の変化に対応しています。これらのワイルドカード

は語中または語尾に使用が可能です。ワイルドカードを単語の先頭に
利用することはできません。

6



検索に利用できる論理演算子についてご説明します。

ANDは入力した検索語全てを含む検索です。この例では、stem cellと
いうフレーズとlymphomaの両方が含まれる論文を検索します。

ORは、入力した検索語のいずれかを含む検索です。この例では、
aspartameと、saccharineとsweetenerのいずれかが含まれる論文を
検索します。

NOTは、特定の検索語を除く検索です。 この例では、Aidsと記載され
ている文献からhearingと記載されている文献を除く検索です。これに
よって、AIDSを検索する際に、Hearing Aids（補聴器）が検索結果に含
まれることを避けることができます。
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フレーズを、語順も含めて全く同じものを検索する場合は、ダブルクオ
テーションマークで囲みます。

フレーズ中で語中・語尾変化するものも検索したい場合は、アスタリスク、
ドルマーク、クエスチョンマークを利用することができます。

さらに近接演算子として SAMEがあります。語順が前後しても構わなく、

検索語が同一センテンス内にあるものを検索する場合に使います。ＡＮ
検索する も 限定的 す 抄録 タ キ ド中Ｄで検索するよりも、限定的です。抄録・タイトル・キーワード中のフレー

ズ、著者の機関名もしくは住所などの検索に利用できます。

8



この検索では、 76のレコードがヒットしました。タイトルの青いハイパーリンクをクリック
するとレコードの詳細が表示されます。

9



stem cellもしくはstem cellsというフレーズと lymphomaの両方を含む論文でなおかつ、
著者名としてarmitage joと記載されているものがヒットしました。 **5**.  

10



さらに、 Author、Group Author、Publication Nameについては索引を
参照することもできます。

11



例えば、publication nameの索引の利用法をご説明します。 ジャーナ

ル名を入力し、検索されたジャーナル名から該当するものを選択します。
まず、ジャーナルタイトルの単語の一部を入力し、Findボタンをクリック
します。 ** 検索結果の画面から、該当するジャーナル名があれば、
Addボタンをクリックし選択します。あるいは、アルファベットをクリックし
て、リストから選択することも可能です。Addボタンで選択すると、画面
下部のボックスにジャーナル名が記され、画面下の右側にあるOKをク
リックすると** 検索画面に転送されます。
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Web of Science検索のヒントの説明をお聞きいただき大変ありがとうございます。

Web of Knowledgeに関するこのほかの音声ガイド（recorded training web site）もご
利用下さい。

ご質問はヘルプデスク ts.support.jp@thomson.comまでご連絡下さい。
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このスライドでは、著者名からの検索方法についてご説明いたします。

1



このプレゼンテーションでは、著者名と所属機関名の入力方法、所属機関名に学
部名 併 検索 著者名 検索部名を併せて検索、著者名とキーワードで検索、ワンクリックサーチ、Distinct 
Author identification system (DAIS) 、著者名索引（著者名のバリエーション）、
Author Finderの使い方について御説明いたします。

2



著者名で検索する際は、苗字スペース名前のイニシャル1文字で検索します。
Michigan State University のGiesy, John P. 教授を検索する場合は、 Giesy J* もし
くはGiesy JPと入力します。大文字と小文字の区別はありません。また、欧米の著者
の場合イニシャルがミドルネームも含めて2文字になる場合もあります。 Giesy J*と入
力すると、イニシャルが1文字のパターンも2文字のパターンも両方検索します。

著者名で検索する場合は、よほど特徴的な苗字で無い限りは、著者の所属機関名を
Addressに入力して検索します 大学名を入力する場合は Michigan State Univと入Addressに入力して検索します。大学名を入力する場合は、 Michigan State Univと入
力します。UniversityはUnivと省略されます。省略形は、Addressフィールドの右側に
Abbreviations Helpに参照すべき省略形が示されています。

3



352件がヒットしました。このレコードは、9300誌のジャーナルで、著者名の欄にGiesy 
Jと記載されていて、なおかつAddressにMichigan State  Univとされているものです。
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ヒット画面です。ヒットしている部分が太文字になっています。またAddress欄の著者所

属機関名は、論文を書いた当時のもので、ジャーナルに現れる表記と同じものです。
著者が他の研究機関に移動した場合でも、変更はありません。2006年9月よりフル
ネームの入力が始まりました。ただし今のところフルネームでの検索はできません。
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著者名と大学名で検索しても、まだ 特定の著者の論文に絞りきれない場合がありま
す。Jones Kevin教授の場合は、Jones K*と省略されますので、Kevinではなく
Kennethなど同じイニシャルで始まる名前があれば、一緒に検索されてしまいます。そ
の場合、Address欄に学部名や研究室名などを入れてさらに限定をかけることもできま
す。

この場合、Univ lancaster SAME Inst Environ*というようにSAMEで大学名と学部名
を掛け合わせます 同じ著者のアドレス内にUniv lancaster と Inst Environ*があるもを掛け合わせます。同じ著者のアドレス内にUniv lancaster と Inst Environ があるも
のを検索する為です。ただし、研究室名や学部名は、論文に記載されていない場合も
あります。SAMEを使って検索したために、逆に論文が見落とされる可能性もあります
のでご注意下さい。
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著者名と所属機関名を掛け合わせても、目的の論文がヒットしない場合、あるいは絞り
きれない場合は、その著者のテーマを入力して検索することもできます。例えば、Topic
にPCBと入力し著者名Jones K*を掛け合わせることにより、目的の論文を探すことが

できました。ただし、トピックと著者名だけでは、その著者の論文を全て検索することは
できませんので、Address欄がどのように入力されているかを確認して、著者名と
Addressによる検索を再度行います。
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特徴的な名前を持つ研究者の場合、名前のハイパーリンクをクリックすることで、簡単
にその著者の論文を検索することができます。カナダのWorld Meteorogical 
Organization のBARRIE LA 教授は、Web of ScienceのHighly Cited Authorに登録
されています。

このBarrie LA教授の名前をクリックすると、この著者の過去の論文を見ることができま

す。ただし、一般的な苗字の著者名では名前のハイパーリンクをクリックしてヒットしてく
る論文は必ずしも同じ著者のものではありませんる論文は必ずしも同じ著者のものではありません。
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Barrie LA教授のワンクリックサーチの検索結果です。

画面上部に Distinct Author Sets..と表示されていると、 Distinct Author identification 
system でさらに著者を絞り込むことが可能です。Distinct Author identification 
system (以下DAIS)著者を識別するシステムは、引用情報・書誌情報を分析して
同じ著者と思われるレコードを検索するシステムです。DAIS機能を使うには、
View Distinct Author Sets for に続く名前をクリックします。
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DAIS機能の結果です。ＤＡＩＳ機能では、同じ著者によって書かれた論文と思われる

ものをクラスター毎に分けていきます。引用情報や書誌情報を分析し、同じ著者と思わ
れるレコードをクラスター化しています。現在は100万件程度のクラスターが作成されて

おり、今後このクラスタを増やしていく予定です。なお、この機能は特定の著者の完全
な文献リストとしてではなく、著者の絞込み機能としてご利用下さい。

著者名がBarrie LAの検索では、いくつかのクラスターが作成されています。各クラス
タ には 含まれるレコ ド数が表示され それぞれが記載されているジャ ナル名ターには、含まれるレコード数が表示され、それぞれが記載されているジャーナル名、
出版年、分野が表示されています。 Barrie LA検索では、分野ごとに違うクラスターが
表示されています。大気圏に関するBarrie LAに絞込みたい場合は、セット1の147件を
クリックします。

View Author Biographyのリンクをクリックすると、論文の著者の経歴名や論文リストを
見ることができます。
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著者名は、意外な形式で入力されている場合があります。なかなか検索できない著者
の場合、一度Author Indexで調べることをお勧めします。
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例えば、TANABEという著者でも、TA, TM, と2文字のイニシャルの著者もいます。また
旧姓と併せて論文に表記している著者も見受けられます。

また苗字と名前が逆転してるケースもありますのでご注意下さい。

該当の名前の左横のADDボタンをクリックすると画面下に選んだ名前が表示されます。
選び終わったら、画面右下のＯＫをクリックすると、検索画面に転送されます。

12



著者名検索には、 Author Finderという、著者名を簡単に見分ける機能
があります。Author Finder は、著者の苗字しか分からない場合や、
一般的な苗字の著者名などを見分ける機能です。

13



ステップ①：著者名を入力します。名前のイニシャルは、分かれば入力
し、分からなければ空欄のまま次に進むことができます。

Nextをクリックすると⇒ステップ②に進み該当する著者とレコード数が
表示されます。

該当するイニシャルの著者を選択します。イニシャルが不明の場合は、
ＮＥＸＴで次のステップに進みます。

ステップ③に進むと該当する著者で可能性のある研究分野が表示され
ます 該当する分野を選択しますます。該当する分野を選択します。

14



さらにNextをクリックするとステップ④に進みます。該当する著者の可能

性のある研究機関名が表示されます。適切な研究機関を選択します。
Finish Nowをクリックすると表示されるAuthor Finderの検索結果 は、
Web of Science およびCurrent Contentsに蓄積されたデータを使い、

可能性のある綴り、可能性のある研究分野、可能性のある研究機関名
を使って著者を検索した結果です。

15



以上で、著者名からの検索の説明を終わります。まとめますと、
一般的な苗字をもつ著者名は、所属機関名と併せて検索します。大きな研究機関
で、同じ苗字とイニシャルの研究者が存在する場合、SAMEで学部名を併せて検
索します。著者名にはいろいろなバリエーションがあるので注意して下さい。ま
た、ＤＡＩＳ機能、Author Finder機能を使うとさらに著者名検索が便利になり
ます。

16



以上で著者名検索の説明を終わります。ありがとうございました。

17



このスライドでは、Web of Scienceで引用文献から論文を検索する方法についてご説
ブ明いたします。このスライドでは、画面左上のAttachmentsのタブをクリックするとパ

ワーポイントのファイルがノート付き（現在説明している内容）でダウンロードできます。

1



著者は、文献を引用する際、自分の研究とそれ以前の研究との関係を引用文献に記
載し、誰もが過去の文献を参照できるようにしています。引用文献検索は、過去の文
献を参照できるだけでなく、その過去の文献が、どのような文献に引用されていったの
かを辿ることができます。引用文献検索により、論文間の思わぬ共通性を発見するこ
とができます。

例えば、知っている文献をスタートポイントにして、その後の新たな展開や影響力さら
には研究の歴史を確認できます。さらに、よく引用されている文献を使い、あまり知ら
れていない新しいアイデアに行き着いた研究者を知ることができます。さらには、引用れていない新しいアイデアに行き着いた研究者を知ることができます。さらには、引用
文献検索の結果、新しいキーワードを見つけ、一般検索の検索結果を広げていけるか
もしれません。

2



一般的な引用文献の使い方では、過去の文献に遡るしかありません。
ば引用文献検索で2001年の文献を検索すれば<4 animations> 、2004

年2003年などそれより新しい文献を見つけられます。あるいは1982年
の少し古い引用文献で検索すれば、今見ている文献(2001年)よりさら

に古くて、しかも同じ引用文献をもっている、文献の存在を知ることがで
きます。

3



例えば、論文の巻末に書いてある引用文献をWeb of Scienceで検索し、

この文献を引用している論文を探すことができます。検索する際に必要
なのは、著者名、ジャーナル名、出版年です。

まずはCited Authorのフィールドに第一著者名を入力し、 <animation> 
この場合Anand Kと入力します。第一著者名だけで検索すると、一番広
く検索します。

次にCited Workのフィールドにジャーナル名を入力します。論文のタイ
トルでは無いのでご注意下さい。

著者名にAnand K、ジャーナル名にScienceを入力し、この文献を引用

している論文を探します。次の画面で、引用文献検索のステップを順に
ご説明しますご説明します。

4



Web of Scienceのタブをクリックし **  データベースを選択します。次に
Cited Reference Search**をクリックします。

まず最初のステップは、引用文献の情報を入力することです。Cited 
Authorのフィールドに著者名の苗字(Anand)、さらに名前のイニシャル

Ｋを入力します。イニシャルが１文字以上の場合もあるので、Ｋの後にア
スタリスクも加えます。

Cited Workのフィールドには、ジャーナルの省略形を入力します。
ジャーナルの省略形を見るには、journal abbreviation list をクリックし
ます。**

5



別画面が開き、**  アルファベット順にジャーナルのリストが表示されま
す。ジャーナル名は、20文字以内に省略されます。Scienceがどのよう
に入力されているのか見るためにSをクリックすると、Sで始まるジャー
ナルが表示されます。Scienceは短いジャーナル名なので **  省略され
ずにScienceとなっているのが分かります。省略形が分かれば、コピー
してCited Workのフィールドにペーストします。

Scienceの後にアスタリスクを入力すると 例えばインプリント（印刷中）Scienceの後にアスタリスクを入力すると、例えばインプリント（印刷中）
の場合なども含めて検索ができます。Cited Workにジャーナル名を入
力する場合、最後にアスタリスクをつけておくと良いでしょう。

最後にSearchボタンをクリックします。

6



次に、AnandがScienceに発表した引用文献の候補が表示されます。こ
ばの候補の中に青字でView Recordのハイパーリンクが表示さていれば

Web of Scienceの詳細レコードを表示できます。 **.   クリックすると論
文のタイトルや抄録などが表示されます。黒字のものは、 Web of 
Scienceの詳細レコードにリンクしません。黒字になる理由は、引用のさ

れ方にばらつきがあるものです。これらを引用のバリエーションと呼んで
います。画面中央のCiting Articlesの数が222回のものは、発行年、ボ
リューム、ページなどが正しく引用されているものです。** その前後に

あるのは引用のバリエーションがあります。出版年が無い状態で引用さ
れているもの、ボリューム番号が無く引用されたもの、ページが違うもの、
SCIENCE0513, SCIENCE1305は、引用された時点ではまだ印刷中
で2003年の5月30日の号に出るとだけ記載されていたものです。引用
のバリエーションも含めて同じ引用文献だと思われるものの、**画面左
のボックスをチェックします。 最後にFinish Searchをクリックします。

この画面では、青色のハイパーリンクがあるレコードに限り、論文のタイ
トルも表示させることができます。Cited Workの欄のShow Expanded 
Titles をクリックします。**  

7



論文のタイトルが表示されました。それでは、この文献の詳細レコードを
見てみましょう。青いハイパーリンクをクリックします。

8



先ほどの文献の詳細画面が表示されました。画面右上にCited by : 222 となっていま

すが、これは引用のバリエーションの数は含んでいません。引用のバリエーションを含
めて探したい場合は、先ほどからご説明している引用文献検索で引用のバリエーショ
ンも含めて検索する必要があります。

9



Cited Reference Searchの検索結果が表示されました。結果は233と
なっています。これらは、フルレコードに表示されていた222の論文以外
に、11件の引用のバリエーション分も含んで検索されています。

10



最初の例では、第一著者名での検索をご説明しましたが、ご契約の範
囲のレコードであれば第二著者名でも引用文献検索ができます。（第二
著者名からの検索は、詳細レコード：Full Recordの著者名を検索して

います。）引用のバリエーションは第二著者名からの検索結果の場合は
表示されません。 また、第二著者名からの検索をする場合は、苗字の

点やスペースを省略する形式と省略しない形式を使います。この例で
は、 バンデンバーグ氏を検索する場合です。

11



先ほど引用文献検索でお見せした、Science誌を第二著者名で検索し
ます。**.  同じ文献ですが、今度は５番目に記載されている著者
Hilgenfeld氏で検索します。 **

12



前回と同じ文献が検索されました。222回引用されています。Hilgenfeldの前の・・・は

第二著者名であることを示しています。第一著者名で引用文献検索した際に見られた、
引用のバリエーションが、今回はありません。引用のバリエーションを見るには、第一
著者名で引用文献検索する必要があります。

13



新しい ISI Web of Knowledgeの「引用文献から論文を検索する方法」プラットフォーム
ざの説明をお聞きいただき大変ありがとうございます。

Web of Knowledgeに関するこのほかの音声ガイド（recorded training web site）もご
利用下さい。

ご質問はヘルプデスク ts.support.jp@thomson.comまでご連絡下さい。
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Web of Scienceの「検索式の保存とアラート設定」のセッションをご覧
いただき大変ありがとうございます。このセッションでは、検索式の保存、
アラート設定、検索式を他の利用者と共有する際に使えるデスクトップ
への保存についてご説明いたします。また、このプレゼンテーションは、
画面左上のアタッチメントタブをクリックしていただくとダウンロードする
ことができます。

1



Web of Knowledgeデータベースでの検索式は、保存したり、定期的に自動で検索結
果をメールで受け取れるようにアラート設定をすることができます。

Web of Knowledge のツールバーにあるSearch Historyをクリックすると、ログインし
てから実行した検索式が表示されます。この式を保存するには、 Save 
History/Create Alert ボタンをクリックします。

2



定期的に検索結果をメールで受け取れるようにアラート設定するには、まず
ユーザ登録をする必要があります。画面左上にあるRegisterをクリックし、ユー
ザ登録をします。既に登録済みであれば、User nameにメールアドレス、さらに
パスワードを入力しサインインします。

3



Web of Knowledgeにサインインすると、検索式を保存したりアラート設定ができます。
１）History Nameを入力します。必要であればDescriptionに追加事項を入力します。
２）アラート設定する場合は、Send Me E-Mail Alertsの右横にあるボックスをチェックし

ます。ただし、アラートは保存した検索式の最後の式を実行するようになっていま
す。全ての式を実行するわけではありませんのでご注意下さい。複数のアラートを
実行したい場合は、実行したい検索式が最後の式になるようにしてから保存します
。

３）受け取りたいe-mailアドレスを入力し、アラートタイプとフォーマットを選択します。

アラートタイプとは、どのような種類の結果を受信するかです。Notify Onlyはレコードを
受け取らないで新しいデータがアップデートされたことのみを知る方法です。E-
mailのフォーマットとは、受け取るデータのフォーマットです。 Endnote、Reference 
Manager、Prociteをご利用の方は、 ISI ResearchSoft を選択すると便利です。そ
の他、Microsoft Excelやその他の文献管理ソフトウェアをご利用の方は、Filed 
Taggedをお勧めします。

４）次にアラートの頻度を設定します。毎週か、毎月かが選べます。
５）最後に Saveをクリックすると、検索式・アラートが保存されます。

4



検索式を保存した直後に、確認画面が開きます。アラートは、設定した時から24週間
有効です。アラートの有効期限が来る前に、アラートを更新するかどうか確認のメール
が届きます。

ＲＳＳを設定すると、設定した検索式に合致するレコードをデスクトップ上で管理できま
す。オレンジ色のXMLをクリックし、表示されたURLをＲＳＳにコピーしてください。

最後に、Doneをクリックすると、データベースに戻ります。

5



保存した検索式は、画面上のツールバーにあるMy Saved Searchesをクリックすると
表示されます。

画面右下にもMy Saved Searchesへのリンクがあります。

6



Saved Searches画面では、保存した検索式が表示され、またアラートを設定すること
ができます。また、アラートの有効期限がいつまでなのかも表示されています。Renew
ボタンをクリックすると、その時から24週間後までアラートが受信できるようになります。
Email アドレス、アラートの頻度やフォーマットを変更したい場合は、Settingボタンをク
リックします。あるいは、検索式を実行したい場合は、Openをクリックします。

7



Runボタンをクリックすると、検索式が表示されます。次に検索範囲を設定する画面に
なりますので、必要であれば検索する範囲を変更し、最後にContinueをクリックすると、
検索結果画面になります。

8



Search History画面には、検索結果の数が表示されます。Results欄の数をクリックす
ると、レコードが表示されます。

9



また、検索式をパソコン上に保存し、メールで他のユーザに送信し、相手に同じ式を実
行してもらうこともできます。デスクトップへの検索式の保存は、サインインしなくてもで
きますが、アラート設定などはできません。画面下のSave on Your Workstationの
Saveボタンをクリックします。

10



Microsoft Windowsであれば「ファイルのダウンロード」の画面が表示されるので、保
存ボタンをクリックします。その後、ファイル名を入力します。拡張子にWeb of 
Sciecnceの場合、「.wos」が付与されます。この拡張子は変更しないで下さい。

11



ファイルに保存された検索式は、Search History画面でいつでも開くことができます。
Search History画面のOpen Saved Historyをクリックし、Open / Manage Saved 
Searches画面下のOpen From Your Workstationの参照ボタンをクリックし、ファイル
に保存された検索式を選択します。次にOPENボタンをクリックすると式が実行されま
す。

12



「検索式の保存とアラート設定」の説明をお聞きいただき大変ありがとうございます。

Web of Knowledgeに関するこのほかの音声ガイド（recorded training web site）もご
利用下さい。

ご質問はヘルプデスク ts.support.jp@thomson.comまでご連絡下さい。
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Web of Scienceの「検索結果の保存とEndNote Webへの保存」のセッ
ションをご覧いただき大変ありがとうございます。このセッションでは、検
索結果の保存、EndNote Webへの保存についてご説明いたします。ま

た、このプレゼンテーションは、画面左上のアタッチメントタブをクリック
していただくとダウンロードすることができます。

1



「検索結果の保存とEndNote Webへの保存」のセッションでは、 Web of Knowledge 
データベースからレコードを出力する方法についてご説明します。まず、レコードの指
定方法について、次に出力フォーマットや出力方法の指定の仕方たについてご説明し
ます。このセッションで取り上げるのはWeb of Scienceですが、他のWeb of 
Knowledgeデータベースでも基本的な方法は同じです。

2



Web of Scienceの検索結果画面です。出力したいレコードの左側にあるボック
スをチェックして出力対象を指定することができます。

出力フォーマットについては、画面上部にいくつかのオプションがあります。印
刷はPrintボタン、E-Mailでの保存はE-Mailボタン、EndNote Webへの保存は、
Save to EndNote Webボタンをクリックします。EndNote Webへの出力方法
は後ほどご説明します。

More optionsをクリックすると、検索結果画面下の出力関係のボックスにリンク
し、細かな指定ができます。

3



出力関連ボックスです。ステップ１、初期設定では表示ページのレコードの出力が出来
るほかに、全レコードの指定や、何件目から何件目のような範囲を指定する方法があ
ります。なお指定できるレコードは500件までです。

ステップ２では、出力したいレコードのフォーマットを指定できます。初期設定では論文
タイトルとジャーナル名など書誌事項のみ、あるいは書誌事項に抄録を含めることもで
きます。さらには書誌事項にキーワードや著者の所属機関名を指定することもできま
す 一番詳しい出力では さらに引用文献も加えることができますす。一番詳しい出力では、さらに引用文献も加えることができます。

ステップ３では、どういう方法で出力するかを指定します。印刷、メール送信、EndNote 
Webへのダウンロード、EndNoteデスクトップ版へのダウンロード、そのほか、テキスト
形式やタブ形式でも出力できます。

S t E d t ボタンをクリ クすると E dN t デスクト プ版だけでなくSave to Endnoteボタンをクリックすると、EndNoteデスクトップ版だけでなく、
Reference Manager や Prociteにも直接ダウンロードできます。

4



フルレコードから出力を指示し、簡単に印刷、メール送信、EndNote Webへのダウン
ロードができます。

5



また、More Optionsをクリックすると、画面下の出力関連ボックスにより、出力フォー
マット、出力方式を選択できます。

6



EndNote Webボタンをクリックすると、インターネット上にレコードを保存することがで
きます。ボックスをチェックし、Save to Endnote Webボタンをクリックします。

7



EndNote Webボタンをクリックすると、EndNote Webのログインページが開きます。こ
こにユーザ登録したメールアドレスとパスワードを入力します。ユーザ登録が済んでい
ない場合は、Registerボタンをクリックして登録作業を行って下さい。新しくダウンロー
ドしたレコードは、Unfiled のフォルダーに入ります。

この画面から、既存のフォルダーに入れるか、新たにフォルダーを作成して保存するこ
とができます。EndNote Webについての詳細な操作方法は、EndNote Webのトレー
ニング資料をご参照くださいニング資料をご参照ください。
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「検索結果の保存と EndNote Webへの保存」の説明をお聞きいただき大変ありがとう
ございます。

Web of Knowledgeに関するこのほかの音声ガイド（recorded training web site）もご
利用下さい。

ご質問はヘルプデスク ts.support.jp@thomson.comまでご連絡下さい。
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このプレゼンテーションでは、Web of Knowledgeに新しく搭載されたEndNote Web 
プバージョン2.0についてご紹介します。このプレゼンテーションをご覧いただくには

Internet Explorer バージョン5.0以上をご利用ください。このプレゼンテーションで
使うスライドは画面横のAttachments tabからダウンロードできます。

1



このプレゼンテーションでは、下記の内容についてご紹介します。

・EndNote Webについて下記の基本的な使い方

• Web of Kowledge/EndNote Webのユーザ登録

• Web of Knowledgeレコードを EndNote Web libraryに保存

• EndNote Webと Web of Knowldegeプラットフォームとの相互リンク

• レファレンスを管理するためのEndNote Web libraryの作成

引用文献のフォ マ ト• 引用文献のフォーマット

• Microsoft Word用 “Cite-While-You-Write”プラグインのダウンロードとインストー
ル

2



1) EndNote WebはWeb Of Knowledgeに搭載された新しい機能で、すべての Web 
デof Knowledgeのデータベースから直接ここにレコードを保存することができます。

2) EndNote Webではパスワード保護可能なマイライブラリーを作成し、10,000件まで
のレファレンスを保存できます。

3) EndNote Webライブラリーには、インターネットに接続さえできれば何時でもアク
セスできます。

4) アウトプットスタイルを使って、簡単に何百ものジャーナルのスタイルに引用文献リ
トを ト きますストをフォーマットできます。

5) コネクションファイルを使うと、簡単にほかのオンラインデータベースやOPACに接
続して、検索やインポートができます。

6) Cite-While-You-Write機能により、Microsoft Word文書中で簡単に引用文献を挿
入したり、いろいろなジャーナルのスタイルにフォーマットできます。
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EndNote WebとEndNoteデスクトップ版の違いについて

文献を蓄積する機能では、EndNote Webには上限がありますが、EndNoteデスクトッ
プ版は無制限です。

引用文献を作成する機能では、EndNote WebもEndNoteデスクトップもジャーナルご
とに引用スタイルを決められます。

PubMedなどへのオンライン検索機能は、EndNote WebとEndNoteデスクトップ版 両
方とも同じです。

基本的な文献管理ソフトの機能は、両者同じです。

ただし、両者にはそれぞれメリットがあり、EndNote Webは、Web of Knowledge製品
への蓄積データのアイコン表示や情報共有機能があります。EndNoteデスクトップ版

には引用文献のスタイルの設定機能や、重複除去機能などが充実し、カスタマイズが
可能となっています。
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EndNote Webを利用するには、Web of Knowledgeに個人設定をする必要があります。
画面上のSign Inをクリックします。
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ユーザ登録をするには、画面左上にあるRegisterをクリックし、ユーザ登録の
画面に進みます。既に登録済みであれば、User nameにメールアドレス、さら
にパスワードを入力しサインインします。
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ユーザ登録画面です。

Web of Knowledgeにユーザ登録する際には、First Name, Last Name、e-mail
address, Primary roll, subject area、および最低8文字のパスワードが必須入力
項目です。パスワードは少なくとも1つの数字および少なくとも一つの特殊文字を含
む必要があります。詳しくはPassword rulesのリンクをクリックしてご確認ください。

入力がおわりましたら、 “submit registration”をクリックして登録を終了します。

すでにWeb of Knowledgeに登録されている方は、登録済みのE-mailアドレスおよび
パ ド すれば に クセ きますパスワードでsign-inすれば、EndNote webにアクセスできます。
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初めてEndNote Webにアクセスされる場合、Getting Started Pageが表示されます。

***

画面上にあるタブを使い、My Reference（レコードのリスト）、Collect（レコードのイン
ポート）、Organize（フォルダの管理）、Format（引用文献の作成）の画面に移動できま
す。“Options” のタブはパスワードやIDなどの個人設定を変更する際に使います。

****

Web of KnowledgeからEndNote Webに保存したレコードは、“Unfiled” のフォルダーg
に転送されます。これらは、既にEndNote Web上のレコードで、消さない限り継続的に
保存されます。これらのレコードを必要に応じファイルに移しかえます。Unfiledのフォル
ダーをクリックすると中に転送されたレコードを見ることができます。
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Web of Knowledge のレコードは、直接EndNote Webに保存ができます。この例では、
Web of Scienceから、レコードを保存します。

1) ** レコードは “Search Results Summary” 画面, “Marked List”画面、“Full 
Record ”画面から保存します。

2) “Search Results Summary”からEndNote Web に保存する際は、(**) まずチェッ) y ( )
クボックスをクリックします。

3) 次に Results Summary画面の上部の“Save to My EndNote Web”ボタンをクリック
します。同じボタンは画面下にも表示されています。“Full Record” 画面や“Marked 
List”画面にも同様に表示されています。

4) ** EndNote Webに行くためにはWoKの画面上にある“My EndNote Web” をクリッ
クします。

5) **  EndNote Webに保存されると、レコードの横にEndNote Webのアイコンが表示
されます。このアイコンはEndNote Web からDeleteしない限り、 Web of 
Knowledge登録したIDとパスワードでサインインすると、常に表示されます。
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保存したレコードをUnfiledのグループから、グループ名を決めて保存することができま
す。

グループを作成するには、

1) ** レコードの左横にあるボックスをチェックするか。画面上の“All”をチェックします。

2) ** Add to groupと記載されているプルダウンメニューから“New Group” を選択しま2)  Add to groupと記載されているプルダウンメニュ から New Group  を選択しま
す。

3) **グループ名を入力する画面が立ち上がりますので、名前を入力し、OKをクリックし
ます。

以上の作業により、グループの中に、レコードを移動することができます。
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保存したレコードが新しいグループ名のフォルダーに入りました。各グループのレコー
グ プドは、My Reference画面左側のグループ名をクリックすると表示されます。
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Web of Knowledge から保存したレコードは、 Web of Knowledge にいつでもリンクで
きます。

Web of Scienceから保存したレコードの場合、

** Source Recordをクリックすると、Web of Scienceのフルレコードを表示します。

** Related Recordをクリックすると、Web of Scienceの関連文献（Related Records）
を表示します。表

**Times Citedをクリックすると、Web of Scienceの被引用文献（Citing Article）を表示
します。

これらのリンクは、全て別ウィンドウが開きます。

ただし、これらのリンクは、Web of Knowledgeが利用できる機関にいる場合のみ利用
できます。また、表示されている被引用回数は、 Web of Knowledgeにサインインしたできます。また、表示されている被引用回数は、 Web of Knowledgeにサインインした
際に更新されます。
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EndNote Webに保存したレコードを探すのは非常に簡単です。My Referencesの
ボQuick Searchボックスに著者名かキーワードを入力すると検索できます。 この検

索では、保存した全てのグループから検索することができます。あるいは、グルー
プ名を指定して検索することもできます。
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簡単に、引用文献をフォーマットする方法。

1)

** フォーマットタブをクリックします。** 次に、“Bibliography” を選択します。

2) 

** 次に、目的のレコードが入っているグループをプルダウンリストから選びます。

3) 

** 次に 引用文献のスタイルをプルダウンメニ から選択します** 次に、引用文献のスタイルをプルダウンメニューから選択します。

4)

** 次に、どのような種類のファイルで、保存するかを選択します。保存できるファイルの
種類は、Text, HTML, or RTF (Rich Text Format)です。** Preview & Print ボタンをク
リックすると、どのような感じになるのかが分かり、印刷も可能になります。
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こちらは、フォーマットした引用文献のサンプルです。指定した、引用文献のスタイルに
なっています。

フォーマットした引用文献は、ファイルに保存、E-mailで送信するか印刷が選べます 。
この例の場合、印刷です。
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Cite While you Write（CWYW)はMicrosoft Wordと連携して使えるプラグインをダウン
ロードできます。**

1) EndNote Web 画面下にある、Download Installersをクリックします。

次に、どの種類のプラグインをダウンロードするかを選びます。

**

Cite While you Write（CWYW) 機能を使うには、ENW プラグインをインストールする
必要があります。

CWYW プラグインは、Microsoft Word上のみで使えます。
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CWYWツールバーは、プラグインをインストール後にMS Word上に自動的に表示され
ばます。 (もし表示されていなければ、表示→ツールバー→EndNote Webを選択)

一度プラグインを設定したら、EndNote Webのプラグインの個人設定（メールアドレス
とパスワード）を確認する必要があります。設定が正しければ、Wordで作成した文献と
EndNote Webをリンクすることができます。

“EN Pref”をクリックします。EndNote Webに登録した、e-mailアドレスとパスワードを
入力します。
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ご質問等、ございましたらトムソンサイエンティフィックテクニカルサポートまでお問い合
わせください。

また、トムソンサイエンティフィック日本語ホームページから各種製品情報、講習会テキ
スト等をダウンロードしてご利用いただけます。

ありがとうございました。
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